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Ⅰ．年度別策定経過 

 

■当初策定時（平成 13年度～平成 14年度） 

１．都市計画マスタープラン策定委員会 
○平成 13 年度 

第 1 回 
平成 13 年 12 月 19 日開催 

委員長及び副委員長の選出、都市計画マスタープランについての概要説明、その
他 

第 2 回 
平成 14 年 2 月 4 日開催 

全体構想素案の検討、その他 

第 3 回 
平成 14 年 3 月 11 日 

全体構想素案の検討、テーマの検討、その他 

○平成 14 年度 

第 4 回 
平成 14 年 8 月 26 日 

全体構想素案の検討、地域別構想の策定状況の報告、テーマの設定、その他 

第 5 回 
平成 14 年 11 月 20 日 

全体構想素案、地域別構想素案の検討、その他 

第 6 回 
平成 14 年 12 月 18 日 

全体構想素案、地域別構想素案の検討、その他 

第 7 回 
平成 15 年 2 月 18 日 

音更町都市計画マスタープラン案の提言 

 

２．地域別構想ワークショップ 
○平成 14 年度 

第 1 回 
平成 14 年 5 月 30 日 

都市計画マスタープランの概要説明、本町の良いところ・悪いところ、その他 

第 2 回 
平成 14 年 7 月 1 日 

各地区の資源・問題点の見直し、まちづくりの方向・キーワード、その他 

第 3 回 
平成 14 年 9 月 25 日 

各地区のテーマ（将来像）・方針図・取り組み内容の検討、その他 

第 4 回 
平成 14 年 12 月 9 日 

各地区の基本方針・目標・方針図の検討、全地域についての意見交換、その他 

 

３．そのほかのワークショップ 
○平成 13 年度 

第 1 回 
平成 14 年 2 月 19 日 

まちのキーワード、まちづくりで大切にしたいことがら、その他 

○平成 14 年度 

中学生ワークショップ 
平成 14 年 7 月 1 日・7 日 

本町の良いところ・悪いところ、将来に望むことについて、その他 
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４．都市計画マスタープラン策定検討会 
○平成 13 年度 

第 1 回 

平成 13 年 8 月 8 日 
都市計画マスタープランの策定について、その他 

第 2 回 

平成 13 年 11 月 22 日 
全体構想素案の検討、その他 

第３回 

平成 13 年 12 月 25 日 
全体構想素案の検討、その他 

第４回 

平成 14 年 3 月 1 日 
全体構想素案の検討、その他 

○平成 14 年度 

第５回 

平成 14 年 8 月 5 日 
全体構想素案、地域別構想素案の検討、事業調整、その他 

第６回 

平成 14 年 11 月 14 日 
全体構想素案、地域別構想素案の検討、事業調整、その他 

第７回 
平成 14 年 12 月 12 日 

全体構想素案、地域別構想素案の検討、その他 

第８回 
平成 15 年 2 月 5 日 

音更町都市計画マスタープラン案の検討 

 

５．都市計画マスタープラン作業部会 
○平成 13 年度 

第１回 （第１回策定検討会と合同開催） 

第２回 
平成 13 年 10 月 11 日 

都市計画マスタープランのフロー・都市構造の検討、その他 

第３回 
平成 13 年 11 月 9 日 

全体構想素案の検討 

第４回 （第 3 回策定検討会と合同開催） 

第５回 （第 4 回策定検討会と合同開催） 

○平成 14 年度 

第６回 （第 5 回策定検討会と合同開催） 

第７回 （第 6 回策定検討会と合同開催） 

第８回 （第 7 回策定検討会と合同開催） 

第９回 （第８回策定検討会と合同開催） 

 

６．関係行政機関協議 
○平成 14 年度 

北海道建設部都市計画課（平成 14 年 12 月 25 日） 
帯広開発建設部企画課、帯広土木現業所道路建設課（平成 15 年 1 月 8 日） 

 

７．座談会 
○平成 14 年度 

都市計画マスタープラン紙面座
談会（十勝毎日新聞：平成 14 年
3 月 14 日） 
 

出席者：帯広市まちづくり検討委員会委員長（北大大学院教授） 小林英嗣氏 

帯広市まちづくり検討委員会委員（日本地価マネジメント研究所専務） 千枝 克孝氏 

音更町都市計画ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝ策定委員会委員長（十勝土地建物開発協会社長）  金澤 耿氏 

幕別いいべや探検隊隊長（幕別町手づくりのまち推進委員会会長） 若原 輝男氏 

芽室町都市計画ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝまちづくり検討会議委員（元 JA めむろ青年部長） 島部 亨氏 
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■見直し時（平成 24年度～平成 25年度） 

１．音更町都市計画マスタープラン等見直し検討委員会 
○平成 24 年度 

第 1 回 
平成 24 年 12 月 21 日 

・現都市マスの進捗状況把握、見直し主旨、スケジュール等の確認、その他 

第 2 回 
平成 25 年 2 月 6 日 

・都市マス新旧対照表の内容について 

○平成 25 年度 

第３回 
平成 25 年 10 月 10 日 

・都市マス見直し案の検討 

 

２．関係行政機関協議 
○平成 24 年度 

北海道建設部まちづくり局都市計画課（平成 25 年 3 月 1 日） 

 

 

■見直し時（令和元年度～令和３年度） 

１．音更町都市計画マスタープラン等見直し検討委員会 
○令和元年度 

第 1 回 
令和元年 10 月 16 日 

・現都市マスの概要説明、見直しの背景及び方向性、各地区の現況・課題のまと
めと方向性、今後のスケジュールについて 

第 2 回 
令和２年１月 29 日 

・見直し案についての各課からの意見照会結果、土地利用方針について 

○令和２年度 

第３回 
令和３年２月 19 日 

・都市マス見直し案の検討（書面により意見集約） 

 

２．関係行政機関協議 
○令和２～３年度 

北海道建設部まちづくり局都市計画課（令和３年２月 24 日～令和３年５月 11 日） 
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Ⅱ．用語集 

 

あ行 
 

○運動公園 
都市住民全般を対象に、主として運動のために利用する

ことを目的とした公園。公園面積の 25%～50%の範囲

において、陸上競技場、野球場、サッカー場、テニスコー

ト、バレーコート、プール、体育館などを適宜配置するも

のとされている。 

 

○沿道サービス 
幹線道路などの沿道における、ガソリンスタンド・大型

店舗・ファミリーレストランほか、商業・業務や自動車交

通への利便機能。 

 

か行 
 

○買取り、借上げ公営住宅 
事業者によって建設された住宅を、町が買取りし公営住

宅として供給された住宅を買取り公営住宅、借上げし公営

住宅として供給された住宅を借上げ公営住宅という。 

 

○河岸段丘 
河岸に見られる階段状の地形のこと。河成（かせい）段

丘ともいわれる。 

 

○河畔林 
河川の流れに沿って続く森林。 

木陰をつくり、川の水温が上がるのを防いで、清流の魚

たちに格好な環境を提供する。また、魚たちの餌となる陸

生の昆虫類も川面に落下させる役割もある。 

 

○幹線道路 
都市の住宅地、工業地、業務地等の相互間の交通を受け

もつ骨格的な道路。 

 

○強靭化計画 
国土強靭化基本法に基づく、災害に対する事前の備えと

して、最悪の事態を念頭に置き、被害を最小化して迅速に

回復することを目指した計画。 

 

○グリーンツーリズム 
農山漁村地域において、自然、文化、人々との交流を楽

しむ滞在型の余暇活動のこと。 

 

 

○公営住宅等長寿命化計画 
長期的な視点における公営住宅等の更新コストの削減

等を図るための計画として、「音更町公営住宅等長寿命化

計画（2020）」が令和 2 年 3 月に策定された。 

 

○コミュニティ 
一般的には、地縁、血縁、文化などで結びついている共

同体のこと。広い意味では、一定の地域に住む人々がさま

ざまな地域の課題に対して、共通の認識をもって話し合い、

助け合いながら、より良い生活環境づくりをめざす社会。 

 

○コミュニティバス 
民間路線では参入しづらい地域への交通の確保や市街

地の活性化を図るため、地方自治体が政策介入を通じ住民

サービスの一環として提供するバス。 

 

さ行 
 

○サイクリングネットワーク 
快適な歩行者・自転車交通の空間を確保するため、歩行

者・自転車交通と自動車交通との機能分担を図り、幹線的

な歩道や、自転車道をネットワークすること。 

 

○サイクルステーション 
自転車利用者のためのトイレ・食事・水分補給・自転車

メンテナンススペースなどを備えた休憩施設のこと。 

 

○産学官連携 
産は産業界、学は大学ほか高等教育機関、官は行政機関

を指す。政策課題などについて、三者が連携しながら取り

組む意味で使用される場合が多い。 

 

○市街化区域・市街化調整区域 
市街化区域：都市計画区域内で、すでに市街地を形成し

ている区域及びおおむね十年以内に優先的かつ計画的に

市街化を図るべき区域。 

市街化調整区域：市街化を抑制すべき区域。 

 

○資源循環型社会 
環境への負荷を小さくするため、資源リサイクルなどを

推進し、人間の活動により生じる物質を自然界の中で循環

できるようにする社会のこと。 
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○住生活基本計画 
市町村の住宅政策全般を対象とするマスタープランで

あり、当該市町村の区域の自然、歴史、文化等の特性に応

じた住生活を巡る課題を整理し、施策の方向性を提示した

計画のこと。音更町では、「音更町住生活基本計画（2020）」

が令和 2 年 3 月に策定された。 

 

○スマートインターチェンジ 
ETC 専用インターチェンジ。簡易な料金所の設置で済

み、料金徴収員が不要なため、従来のインターチェンジよ

り低コストで導入できるメリットがある。 

 

○生活道路 
日常生活上密接なかかわりをもつ市町村道レベルの道

路をいう。 

 

○生活利便施設 
店舗、病院、公共施設等日常生活の利便性向上のための

施設 

 

○総合計画 
市町村が総合的かつ計画的な行政の運営を図るために

定める基本構想及び基本構想に基づく基本計画など。 

第 6 期音更町総合計画は、令和 3 年度から令和 12 年

度までの 10 年間を計画期間とし、「みんなが住みよい 

選ばれるまち おとふけ」を将来像に掲げている。 

 

○総合公園 
都市住民全般の休息、遊戯、運動等総合的な利用を目的

とした公園。休養施設、修景施設、運動施設、自由広場、

散策路等を総合的かつ有機的に配置するものとされてい

る。 

 

た行 
 

○地域防災計画 
風水害等の災害に関して、予防・応急及び復旧等の対策

を総合的、計画的かつ有効的に実施するための計画。 

 

○チェリングロード 
十勝新橋～音更橋間を結ぶ延長 8.2km、幅員 3.0m サ

イクリングロード。沿線には約 1,400 本のエゾヤマザク

ラが植栽され、駐輪場も整備されている。 

 

○地区計画 
地区の特性に応じて一体的に良好な環境を整備、開発、

保全することを目的として定める計画。 

 

 

○地方分権 
国に集中している権限・財源を地方自治体（都道府県や

市町村）に移し、住民に身近な地方自治体が自らの判断と

責任で対処し、地域の特色を生かした活力ある豊かな地域

社会づくりを進めること。平成 18 年 12 月に「地方分権

改革推進法」が成立し、以後 10 次にわたる地方分権一括

法により事務権限の委譲などの法令整備が行われている。 

 

○低炭素型都市構造 
地球温暖化を防止するための、二酸化炭素やメタンなど

の温暖化ガスを極力排出しない都市構造。 

 

○十勝川温泉観光開発計画 
十勝川温泉地域での秩序ある都市的土地利用や観光振

興、自然環境の保全を図るために、音更町の観光区域とし

て位置づけられている市街化調整区域内の一定区域にお

いて、「観光資源の有効な利用のために必要な施設」の判

断基準を明確にするための計画。 

 

○トカプチ 400 
帯広市を起終点とし、北は上士幌町三国峠から南は大樹

町までを８の字に結ぶ延長 403km のサイクルルート。 

 

○都市環境 
緑（自然）、まちの景観他まちの総合的な環境。 

 

○都市基盤 
道路・公園・下水道など、都市機能として不可欠な施設。 

 

○都市計画区域 
都市計画法その他関係法令の適用を受けるべき土地の

区域で、市町村の中心の市街地を含み、かつ、自然的・社

会的条件、人口・土地利用・交通量などの現況・推移を勘

案し、一体の都市として総合的に整備、開発及び保全する

必要がある区域。 

 

○都市計画区域の整備、開発及び保全の方針 
都市計画法第 6 条の 2 により都市計画区域毎に都道府

県が定めるもの。都市計画相互のきめ細かい調整を図り、

都市計画の総合性及び一体性を確保するための、都市計画

区域における基本的な方針として、①都市計画の目標、②

市街化区域と市街化調整区域との区分の決定の有無及び

当該区分を定めるときはその方針、③土地利用、都市施設

の整備及び市街地開発事業に関する主要な都市計画の決

定の方針などを定めることとされている。 

 

○都市計画審議会 
都市計画に関する事項を調査審議する機関。 
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○都市計画法 
都市計画の内容及びその決定手続き、都市計画制限、都

市計画事業、その他都市計画に関し必要な事項を定めてい

る。建築基準法をはじめ他の土地関係法制とも密接に関連

し、多数の関係法令の中に基本的な法制度として位置づけ

られている。 

 

○都市計画マスタープラン 
（市町村の都市計画に関する基本的な方針） 

市町村が、住民の意見を反映しながら、都市づくりの将

来ビジョンや地域別の整備の方針並びにあるべき市街地

像などを明らかにする計画で、地域ごとの市街地整備の方

針や土地利用方針、諸施設の配置方針などをきめ細かく総

合的に定める計画のこと。 

 

○都市施設 
生活を営む上で、都市計画上必要とする諸施設。道路・

公園・下水道・廃棄物処理施設等。 

 

な行 
 

○農商工観連携 
地域における農業・商業・工業の各産業とともに、観光

メニューの開発など観光分野とも連携を図り、相乗効果を

誘発していく取り組み。 

 

○農用地 
本書での農用地とは、農業振興地域の整備に関する法律

第 8 条第 2 項第 1 号に規定する農用地区域又は農地法第

5 条第 2 項第 1 号ロに掲げる農地若しくは採草放牧地を

いう。 

 

は行 
 

○パートナーシップ 
まちの魅力や活力を創出していくため、共通の課題に対

し町民と行政が、ともに考え、協力しながら取り組んでい

くこと。 

 

○バイパス 
交通計画において、う回路や補助道路などの渋滞を緩和

する機能。 

 

○フットパス 
歩行者用の小径（こみち）。もともとイギリスで発達し

たもので、牧場や畑の中の私有地を通り抜けるような形で、

自然の中を歩くことを楽しむための散歩道の一種。 

 

 

○保安林 
水源のかん養、土砂の流出・崩壊その他の災害から国土

を守り、また、良好な生活環境の保全及び形成に重要な働

きをもつ森林のうち農林水産大臣又は北海道知事が森林

法に基づき指定したもの。 

 

○防火・準防火地域 
市街地における火災の危険を防ぐために指定する地域

で、主として商業地などで建築物の密着した火災危険率の

高い市街地について指定される防火地域とそれに準じた

準防火地域がある。これらの地域内では、耐火・防火等の

建築制限が課せられる。 

 

○防風林 
風害を防ぐために設けた林。海岸防風林と内陸防風林が

ある。 

 

○補助幹線道路 
幹線道路と区画道路を結ぶ道路で、地区内を移動するた

めのメインの道路として位置づけられている。 

 

ま行 
 

○マネジメント 
一般的には、運営・管理を行うことと訳される。本計画

では、それらの他にも、まちづくりを進めるにあたって重

要となる「調整、分析」など様々な意味を込めて使用して

いる。 

 

○緑の基本計画 
行政と住民が一体となった各種の緑化施策を体系的・総

合的に展開するための都市緑地法に基づく緑化推進計画。

「音更町緑の基本計画」は平成 13 年 3 月に策定し、平

成 26 年 1 月に改訂している。 

 

や行 
 

○ユニバーサルデザイン 
高齢者や障がい者をはじめすべての人が、使いやすい快

適な環境をつくる考え方。 

 

○用途地域 
都市機能の維持増進、住環境の保護などを目的とした土

地の合理的利用を図るため、都市計画法に基づき、建築物

の用途・容積率・建蔽率及び各種の高さについて制限を行

う制度。主に住居系・商業系・工業系に分かれ、13 種類

の用途地域（音更町では現在１０種類を指定）が設定され

ている。 
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○予約制乗合タクシー 
事前予約することで、同じ時間帯に利用を希望する人と

の乗り合いで利用するタクシー。 

 

ら行 
 

○流通型工業 
自動車交通の結節機能を活かした工業。音更町では IC

工業団地を指す。 

 

わ行 
 

○ワークショップ 
一般的には、仕事場、工房、工場、研究集会、講習会な

どと訳される。あるテーマを決めて、参加者が自由な討論

を行いながら方向性を見出していくこと。まちづくりを推

進するために、問題解決、計画立案などを住民参加、住民

主体により運営していく手法のことであり、近年多方面で

多く用いられるようになった。 

 

○ワーケーション 
「ワーク（労働）」と「バケーション（休暇）」を組み合

わせた言葉であり、ホテルやリゾート地などの休暇先で、

テレワークで仕事をすることを意味する。 
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